
第
二
章

日
体
柔
整
専
門
学
校
の
沿
革

(
一
)
開
校

の
経
緯

昭
和
三
十
年
代
後
半
に
は
じ
ま

っ
た
高
度
経
済
成
長
は
、
国
民
の
生
活
水
準
を
著
し
く
向
上
さ
せ
た
。
多
く

の
人
々
が
「中
流
意
識
」

を
持

つ
よ
う
に
な
る
ま
で
に
、
日
本
人
の
生
活
は
豊
か
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
反
面
、
そ
れ
ま
で
に
は
体
験
さ
れ
な
か
っ
た
新
種
の
病
す
な
わ
ち

"運
動
不
足
病
"
を
抱
え
込
む
よ
う

に
な

っ
た
。
こ
れ
は
、

労
働
の
オ
:
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
や
、
交
通
機
関
の
発
達
、
さ
ら
に
は
栄
養
の
取
り
過
ぎ
等
に
起
因
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
少
々

の
外
的
要
因
で
引
起

こ
す
外
傷
も
ふ
え
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
運
動
不
足
病
に
限
ら
ず
現
代
人

の
身
体
を
蝕
ん
で
い
る
病
は
、
従
来
の
西
洋
医
学
だ
け
で
は
処
し
が
た
い
側
面
を
有
し

て
お
り
、
接
骨
等

の
東
洋
医
学
の
流
れ
を
く
む
医
術
に
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り

老
人
医
療
と

い
う
面
か
ら
も
こ
れ
ら
の
医
術

へ
の
要
求
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
経
済
的
繁
栄
は
ス
ポ
ー
ツ
を
大
衆
化
さ
せ
、
多
く
の
人
々
に
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
好
さ
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、

骨
折

・
捻
挫

・
打
撲
等
の
ス
ポ
ー
ツ
障
害
を
急
増
さ
せ
た
。
ま
た
、
車
社
会

の
到
来
と
と
も
に
鞭
打
症
等
交
通
事
故
災
害
も
多
発
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
を
め
ぐ
る
障
害

の
多
発
に
着
目
し
た
日
本
体
育
大
学
の
清
水
正

一
教
授
は
、
日
本
柔
道
界
の
重
鎮
で
も
あ

っ

た
こ
と
か
ら
、
体
育
を
専
門
と
す
る
日
本
体
育
大
学
に
お
い
て
柔
道
整
復
師
の
養
成
を
図
る
べ
で
あ
る
と
早

い
時
期
よ
り
力
説
し
て
い
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た
。
昭
和
四
十
年
、
日
本
体
育
大
学
が
武
道
学
科
を
開
設
し
、
柔
道
指
導
者
の
養
成

に
乗
り
出
し
た
時
、
清
水

教
授
よ
り
柔
整
学
校

の

創
設
が
要
請
さ
れ
た
が
、
学
内
で
の
反
響
は
か
ん
ば
し
く
な
く
、
そ
の
構
想
は
立
ち
消
え
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
十
七
年
四
月

一
日
、
清
水
正

一
教
授
が
日
本
体
育
大
学

の
学
長
代
行
に
就
任
す
る
や
、
予
て
よ
り
の
願
望
で
あ

っ
た
日
体
柔
整
専
門
学
校
の
設
置

へ

向
け
て
尽
力
す
る
こ
と
に
な
る
。

昭
和
四
十
七
年
五
月
、
清
水
学
長
代
行
は
学
校
法
人
日
本
体
育
会
理
事
会
で

「柔
道
整
復
師
養
成
施
設
の
設
置
」
を
提
案
し
、

こ
れ

が
英
断
も
あ

っ
て
採
択
さ
れ
る
と
、
直
ち
に
設
立
準
備
会
を
発
足
さ
せ
た
。
清
水
学
長
代
行
は
こ
の
議
決
を
う

け
て
当
時
花
田
学
園

(柔

整
専
門
学
校
)
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
押
切
勝
義
氏
と
学
長
室
で
会
談
し
、
日
体
柔
整
専
門
学
校

の
設
置
の
た
め
の
準
備
作
業
を
依
頼

す
る
。
押
切
氏
は
こ
の
依
頼
を
受
諾
し
、
厚
生
省
医
事
課
及
び
都
医
務
課
、
さ
ら
に
は
日
本
柔
道
整
復
師
会
等

に
積
極
的
に
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、
設
立
認
可
申
請
を
行
う
た
め
の
準
備
を
す
す
め
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
清
水
学
長
代
行
と
押
切
氏
を
中
心
と
し
た
精
力
的
な
活
動
に
よ
り
、
四
十
七
年
十

一
月
二
十

日
に
、
日
本
体
育
会
に
よ

っ
て
、
厚
生
大
臣
宛
に

「
柔
道
整
復
師
養
成
施
設
開
設
認
可
申
請
書
」
を
提
出
す
る
運
び
と
な

っ
た
。

か
く
て
、
厚
生
省
柔
道
整
復
等
中
央
審
議
会
委
員
に
よ
る
同
校
の
視
察
調
査
も
終
わ
り
、
翌
四
十
八
年
三
月

一
日
に
は
、
「
日
体
柔
整

専
門
学
校
」
の
設
置
が
厚
生
大
臣
よ
り
正
式
に
認
定
さ
れ
、
早
速
学
生
募
集
が
開
始
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
入
年
四
月

一
日
、
日
体
柔
整
専
門
学
校
は
日
本
体
育
大
学
深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
内
七
号
館
を
主
要
施
設
と
し
て
開
校
し
、
初

代
校
長
に
は
当
時

の
日
本
体
育
大
学
学
長
清
水
正

一
が
、
ま
た
教
頭
に
は
昨
年
来
開
校
に
向
け
て
懸
命
に
努
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
押
切

勝
義
が
就
任
し
た
。

開
校
当
初
の
学
則
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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日

体

柔

整

専

門

学

校

校

則

第

条

第

二

条

第

三

条

第

四

条

第

一
章

総

則

本
校
は
柔
道
整
復
師
を
希
望
す
る
者
に
対
し
、
こ
れ
に
必
要
な
知
識
お
よ
び
技
能
を
修
得
せ
し
め
優
秀
な
る
柔

道
整
復
師
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

本
校
は
日
体
柔
整
専
門
学
校
と

い
う
。

本
校
の
位
置
を
東
京
都
世
田
谷
区
深
沢
七
1

一
-

一
に
置
く
。

第
二
章

部
科

・
修
業
年
限
及
び
定
員

本
校
の
部
科
修
業
年
限
及
び
生
徒
定
員
を
次
の
通
り
と
す
る
。

柔 部
道
整 科
復
科 名

二 修
業

年
年
限

ニ ー 定
年 年
六 六
○ ○
名 名 員

夜
間
の
み
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第
三
章

学
年
及
び
学
期
休
日

第

五

条

本
校
の
学
生
及
び
学
期
を
次
の
通
り
と
す
る
。

学
年
は
毎
年
四
月

一
日
に
始
り
翌
年
三
月
三
十

一
日
に
終
る
。



第

六

条

第

七

条

第

一
学
期

四
月

一
日
よ
り
八
月
三
十

一
日
ま
で

第
二
学
期

九
月

一
日
よ
り
十
二
月
三
十

一
日
ま
で

第
三
学
期

一
月

一
日
よ
り
三
月
三
十

一
日
ま
で

本
校
の
休
業
日
は
次
の
通
り
と
す
る
。

一
.
日

曜

日

二
.
国
民
の
祝
日

三
.
夏
期
休
業

八
月
十
五
日
よ
り
八
月
三
十

一
日
ま
で

四
.
冬
期
休
業

十
二
月
二
十
六
日
よ
り

一
月
七
日
ま
で

五
.
春
期
休
業

三
月
二
十
六
日
よ
り
四
月

一
日
ま
で

六
.
開
校
記
念
日

但
し
学
校
長
に
お

い
て
必
要
と
認
め
た
と
き
は
休
業
日
で
も
授
業
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。

第
四
章

教
育
課
程

・
授
業
時
数

本
校

の
教
育
課
程
お
よ
び
授
業
時
数
は
次
の
通
り
と
す
る
。

門 専

学

症 衛 病 生 解

候 生 理 理 剖

概

論 学 学 学 学

一 一 一

七 七 四 四 四
〇 〇 〇 〇 〇

一

年

次

一 一 一

〇 七 七 四 四
五 〇 〇 〇 〇

二

年

次

一 一 二 二 二

七 四 一 八 入
五 〇 〇 〇 〇

総

時

間
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第

八

条

教

治

療
一

般科柔道整復理論

一

四

〇一七五

一

四
〇七〇

二
入
〇二四五

課

医

学

史

三
五

三
五

七
〇

医

事

法

規

三
五

三
五

柔道

整
復実

技

二
六
〇

三
七
〇

六
三
〇

小

計

一
、

一

七

〇

一
、

一

七

五

二
、

三

四

五

体
育
(
柔
道)

ノ

ノ

ノ

普

学

社

会

通

数

学

七
〇

・

七

〇

二

四
〇

教

理

科

課

科

心

理

学
、

、

＼

小

計

七
〇

七
〇

一

四

〇

(
合

計)

(
一
、

二

四

〇)

(
一
、

二

四

五
)

二
、

四

入

五

始
業
お
よ
び
終
業
の
時
刻
は
次
の
通
り
と
す
る
。

午
後
五
時
三
十
分
よ
り
午
後
九
時
三
十
分
と
す
る
。

但
し
、
学
校
長
に
於
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
る
時
は
授
業
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第

九

条

本
校
に
次
の
教
職
員
を
置
く
。

第

十

条

第

十

一
条

第

十

二

条

第

十

三

条

第

十

四

条

第

十

五

条

第

十

六

条

第

十

七

条

一

.

二

.

三

.

四

.

五

.

校 事 講 専 校
務

第 職
五 医 員 師 任 長
章

一
名
三
名
以
上

五
名
以
上

二
名
一
名入
学

・
休
学

・
退
学

本
校
の
入
学
資
格
は
次

の
通
り
と
す
る
。

高
等
学
校
卒
業
以
上

の
学
歴
あ
る
者
、
ま
た
は
学
校
教
育
法
第
五
十
六
条
第

一
項
お
よ
び
柔
道
整
復
師
法
付
則

第
十

一
項
に
該
当
す
る
も
の
。

入
学
に
つ
い
て
は
校
長
の
許
可
を
要
す
る
。

入
学
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
本
校
所
定
の
入
学
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
入
学
試
験
料
を
添
え
て
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

入
学
試
験
は
学
科
試
験
、
人
物
考
査
の
二
種
と
す
る
。

入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
許
可
の
あ

つ
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
入
学
金
を
納
入
し
て
入
学
許
可
書

の
交
付
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

保
証
人
は
生
徒

の
在
学
中
は
そ
の
身
上
に
関
す
る

一
切
の
責
に
任
ず
る
。

保
証
人
の
身
上
に
異
動
が
あ
つ
た
場
合
は
、
生
徒
ま
た
は
保
証
人
か
ら
速
や
か
に
学
校
長
宛
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。

休
学
、
ま
た
は
退
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
理
由
を
記
し
校
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章

成
績
評
価

・
進
級
及
び
卒
業
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第

十

八

条

第

十

九

条

第

二

十

条

第
二
十

一
条

第
二
十
二
条

成
績
評
価
は
、
学
期
末
、
臨
時
及
び
卒
業
期
の
三
つ
に
分
け
て
行
う
。

試
験
は

一
科
目
百
点
を
以

つ
て
満
点
と
し
、
各
科
目
六
十
点
以
上
を
以

つ
て
及
第
と
す
る
。

本
校
所
定

の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
は
、
前
条
で
定
め
た
学
習
評
価
の
上
、
卒
業
証
書
を
授
与
す
る
。

第
七
章

賞

罰

成
績
優
秀

で
他
の
模
範
と
な
る
者
は
、
こ
れ
を
褒
賞
す
る
こ
と
が
あ
る
。

校
長
は
生
徒
に
し
て
次
の
各
号

の

一
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
謹
慎
、
停
学
ま
た
は
退
学
を
命
ず
る
こ
と
が
で

き
る
。

一二

.

三

.

四

.

五

.

第
二
十
三
条

本
校

の
授
業
料
、

第
二
十
四
条

一

.

二

.

三

.

四

.

五

.

性
行
不
良
で
改
善
の
見
込
が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
者

学
力
劣
等
で
成
業
の
見
込
が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
者

正
当
の
理
由
が
な
く
て
出
席
常
で
な

い
者

学
校
の
秩
序
を
乱
し
、
そ
の
他
、
生
徒
と
し
て
の
本
分
に
反
し
た
者

学
費
を
期
限
内
に
納
入
し
な
い
者

第
八
章

授
業
料

・
入
学
金

・
入
学
試
験
料
及
び
実
習
費

入
学
金
、
及
び
入
学
試
験
料
等
を
次

の
通
り
と
す
る
。

暖 実 入 入 授

房 習 試 学 業

費 費 料 金 料

年

額

入

四

、

六

〇

、

五

、

年

額

一二
⊥ハ
、

年

額

二
、

○
○
○
円

○
○
○
円

○
○
○
円

○
○
○
円

○
○
○
円

授
業
料
並
に
実
習
費
は
年
額
を
前
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

但
し
、
己
む
を
得
ぬ
事
情
が
あ

つ
て
、
学
校
長
か
ら
分
納
の
許
可
を
得
た
者
は
、
各

学
期
毎
に
分
納
す
る
こ
と
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が
で
き
る
。

第
二
十
五
条

授
業
料
、
教
具
教
材
費
は
在
校
中
出
席

の
有
無
に
か

・
わ
ら
ず
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
二
十
六
条

既
納
の
授
業
料
、
入
学
金
等
そ
の
他

一
切
の
学
費
は
事
由
の
如
何
に
か

・
わ
ら
ず

こ
れ
を
返
還
し
な
い
。

附

則

一
.
こ
の
校
則
は
昭
和
四
十
入
年
四
月

一
日
よ
り
実
施
す
る
。

二
.
こ
の
校
則
の
施
行
上
必
要
な
細
則
又
は
規
定
は
学
校
長
に
お
い
て
別
に
定
め
る
。

清
水
校
長
を
除
く
教
員
ス
タ
ッ
フ
は
以
下
の
十
四
名
を
も

っ
て
構
成
さ
れ
、

い
た
。身

分
科
長
専
任
講
師

講
師

柔
整
師

医
学
博
士

柔
整
師

医
学
博
士

医
学
博
士

医
学
博
士

体
育
学
士

柔
整
師

教

員

氏

名

根 加 宮 松 伊 青 久 押

本 藤 島 岡 藤 木 山 切

正 俊 脩 京 文 勝

光 征 名 吉 逸 雄 斌 義

少
数
で
は
あ
り
な
が
ら
優
秀
な

ス
タ
ッ
フ
陣
を
揃
え
て

担

当

科

目

柔
整
理
論
、
実
技
、
治
療

一
般
、

生
理
学
、
症
候
概
論

柔
整
理
論
、
実
技

柔
整
理
論
、
生
理
学
、
心
理
学

解
剖
学
、
医
学
史
、
心
理
学

病
理
学
、
衛
生
学

解
剖
学

柔
整
理
論
、
実
技

法
規
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助
手
〃 〃 〃

 

〃

柔
整
師

福

島

柔
整
師

湯

浅

体
育
学
士

金

当

体
育
学
士

大

和

体
育
学
士

深

田

英国国

孝 真 臣 進 夫

柔
整
理
論
、
実
技

体
育

(柔
道
)

生
理
学

体
育

(柔
道
)

学
則
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
同
校
は
、
修
業
年
限
二
年
、
学
生
定
員

一
学
年
六
〇
名

の
夜
間
課
程
と
し

て
開
校
し
た
。
夜
間
コ
ー

ス
と
し
て
発
足
し
た
の
は
、
特
に
日
本
体
育
大
学
武
道
学
科

の
学
生
が
、
授
業
終
了
後
に
柔
整
の
勉
学
が
で
き
る
よ
う

に
と
の
配
慮
が

な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
開
校
当
初
の
学
生

の
ほ
と
ん
ど
は
同
大
学
武
道
学
科
の
学
生

で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
結
果
的
に
、

こ
の
夜
間

コ
ー
ス
は
、
柔
道
整
復
師
の
資
格
を
取
得
し
よ
う
と
す
る

一
般
社
会
人
に
も
開
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

一
般
社
会
人
を
も

包

み
込
ん
だ
、
特
色
あ
る
コ
ー
ス
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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(二
)
「専
門
学
校
」

の
認
可
と
教
育
課
程
の
改
訂

日
体
柔
整
専
門
学
校
は
、
開
校
以
来
日
体
大
深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
七
号
館
を
主
要
施
設
と
し
て
使
用
し
て
き
た
が
、
昭
和
五
十
二
年

一
月
十
日
、
深
沢
キ

ャ
ン
パ
ス
か
ら
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
南
に
あ
る
日
本
体
育
大
学
和
泉
校
舎

(現
、
中
町
校
舎
)

へ
移
転
し
た
。
こ

の
校
舎
は
、
深
沢
台
地
の
南
端
に
位
置
し
て
閑
静
な
住
宅
街
に
あ
り
西
南
遙
か
に
富
士
の
秀
峰
を
望
む
大
変

恵
ま
れ
た
環
境
の
中
に
あ

っ
た
。
学
生
達
は
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
環
境

の
中
で
勉
学
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。



昭和62年度より適用の教育課程

数間時別年学

年学3

間塒週

期後

3

2

1

2

1

1

2

1

6

19

2

2

21

期前

2

2

2

2

1

1

2

2

6

20

1

1

21

間年

86

68

58

62

36

36

74

38

㎜

鯉

56

56

㎜

年学2

間時週

期後

2

2

1

1

2

2

2

7

19

2

2

21

期前

2

2

1

1

2

2

2

7

19

2

2

21

間年

76

74

38

38

74

70

76

㎜

脳

76

76

㎜

年学1

間時週

期後

2

1

2

4

1

7

17

2

1

1

4

21

期前

2

1

2

4

1

7

17

2

1

1

4

21

間年

76

38

74

醜

38

㎜

枷

76

38

38

齪

拗

繭総

鵬

㎜

96

㎜

m

拗

躍

38

38

"

脳1

㎜

38

38

捌

捌2

目科

学剖解

学理生

学理病

学

ーむ含生灘毒消衛ー

論概察診

論各床臨

論理復整道柔

史学医

規法事医

技実復整道柔

計小

遡傑育体

会社

学数

計小

計合

専

門

授

業

科

目

普
通
授
業
科
目
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和
泉
校
舎

へ
移
転
し
た
翌
五
十
三
年

一
月
十

一
日
、
日
本
体
育
会
理
事
会
は

「
日
体
柔
整
専
門
学
校
」
を

「
日
体
柔
整
専
門
学
院
」

と
改
正
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
学
校
教
育
法

の

一
部
改
正
に
よ
り
専
修
学
校
制
度
が
発
足
し
、
厚
生
省
の
管
轄
下
に
あ
る
同
校
は
、

そ

の
制
度
変
更
に
応
じ
て
名
称
を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

昭
和
五
十
九
年
三
月
、
柔
道
整
復
師
業
界

の
要
望
や
全
国
柔
整
学
校
協
会
の
提
唱
に
応
じ
て
同
学
院
は
自
主

的
に
修
業
年
限
を
夜
間

二
年
か
ら
三
年
に
切
り
換
え
、
教
育
課
程
も
改
正
す
る
に
及
ん
で
い
る
。
続
い
て
、
昭
和
六
十

一
年
の
初
頭
よ
り
同
学
院
は
、
教
室
及

び
実
習
室
を
改
修
す
る
と
と
も
に
特
別
教
室
と
教
員
研
究
室

の
新
築
工
事
に
着
手
し
、
教
育
施
設
の
整
備
充
実
に
努
め
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
同
年
の
十
二
月
に
は
予
て
よ
り
申
請
中

の

「専
門
学
校
」
の
認
可
を
東
京
都
よ
り
受
け
る
に
至

っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
同
校
は
、

厚
生
省
と
共
に
、
文
部
省
の
管
轄
下
に
も
入
り
、
学
校
教
育
法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
認
可
に
伴
い
教
育
課
程
も
前
頁
の
よ
う

に
改
訂
さ
れ
た
。

ま
た
、
同
学
院
の
名
称
も
昭
和
六
十
二
年
三
月
東
京
都
学
事
局
及
び
厚
生
省
医
事
課
の
承
認
を
得
て
、
従
来
ま
で
の

「日
体
柔
整
専

門
学
院
」
か
ら
再
び

「
日
体
柔
整
専
門
学
校
」

へ
改
称
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
改
組
の
な

っ
た
日
体
柔
整
専
門
学
校
は
、
昭
和
六
十
三

年
の
柔
道
整
復
師
法
の

一
部
改
正
に
伴

い
、
医
療
系
専
門
学
校
と
し
て
社
会

の
二
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
平
成
二
年
度
よ
り
大
幅
な
教

育
課
程
の
改
訂
を
行

っ
た
。
次
頁
の
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

こ
の
教
育
課
程
で
は
、

一
般
大
学
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
準
ず
る
よ
う

な
方
式
が
と
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
科
目
が
、
基
礎
科
目
、
専
門
基
礎
科
目
、
専
門
科
目
に
三
分
さ
れ
、

こ
の
基
礎
科
目
と
は
、
大
学
で

い
う
広
義

の

一
般
教
育
科
目
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
、
ま
た
専
門
科
目
に
つ
い
て
も
基
礎
科
目
か
ら
応
用
科
目

へ
と
系
統
性
を
も

っ
て

編
成
さ
れ
て
い
る
。
授
業
時
間
数
も
以
前
の
教
育
課
程
に
比
べ
る
と
三
年
間

の
ト
ー
タ
ル
で
お
よ
そ
三
百
時
間
程
ア
ッ
プ
し
、
そ
の
た

め
教
職
員
数
も
三
十
名

に
増
貝
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
学
則
改
正
に
と
も
な

っ
て
、
入
学
定
員
も

一
学
年
六
十
名
か
ら
百
八
十
名
に
変
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平成2年 度より適用の教育課程

科 目 総時間

学 年 別 時 間 数

1学 年 2学 年 3学 年

年間
週 時 間

年間
週 時 間

年間
週 時 間

前期 後期 前期 後期 前期 後期

基

礎

科

目

人文科学(心 理学) 64 64 2 2

社会科学(経 済学) 32 32 1 1

自然科学(数 学) 64 64 2 2

保健体育(実 技)

(保 健)

(理 論)

64

16

16

32

16

16

1

1

1

1

32 1 1

外 国 語(英 語) 64 64 2 2

小 計 320 288 9 9 32 1 1

専

門

基

礎

科

目

医 学 史 32 32 1 1

解 剖 学 250 64 2 2 96 3 3 90 3 3

生 理 学 188 64 2 2 64 2 2 60 2 2

運 動 学 64 64 2 2

病 理 学 概 論 92 32 1 1 60 2 2

衛生学 ・公衆衛生学 92 32 1 1 60 2 2

一 般 臨 床 医 学 124 64 2 2 60 2 2

外 科 学 概 論 96 32 1 1 64 2 2

整 形 外 科 学 156 32 1 1 64 2 2 60 2 2

リハビリテーシ ョン医学 92 32 1 1 60 2 2

小 計 1,186 288 9 9 448 14 14 450 15 15

専
門
科
目

柔 道 整 復 理 論 339 154 5 5 125 4 4 60 2 2

柔 道 整 復 実 技 665 150 5 5 275 9 9 240 8 8

関 係 法 規 60 60 2 2

小 計 1,064 304 10 10 400 13 13 360 12 12

合 計 2,570 880 28 28 880 28 28 810 27 27
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更
し
、
よ
り
多
く
の
優
秀
な
柔
道
整
復
師
を
世
に
送
り
出
せ
る
よ
う
な
態
勢
を
と
る
こ
と
に
な

っ
た
。

次
に
、
日
体
柔
整
専
門
学
校
の
柔
道
大
会
で
の
戦
績
で
あ
る
が
、
同
校
は
開
校
と
同
時
に
全
国
柔
整
学
校
柔
道
大
会

に
出
場
し
、
昭

和
五
十
二
年
と
三
年
の
第
十

・
十

一
回
大
会
で
は
決
勝
戦
ま
で
駒
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
東
京
都
柔
整
学
校
柔
道
大
会

で
も
同
校
は
、

昭
和
五
十
二
年
の
第
八
回
大
会
以
降
連
続
し
て
五
回
優
勝
を
飾
り
、
輝
か
し

い
戦
績
を
残
し
て
い
る
。

(三
)
卒
業
者
数
及
び
資
格
取
得
状
況

日
体
柔
整
専
門
学
校
は
開
学
以
来
、
卒
業
生

の
大
半
が
柔
道
整
復
師
の
た
め
の
資
格
取
得
試
験
に
合
格
し
て
き
た
。
こ
れ
は

「卒
業

者
数

・
資
格
試
験
合
格
者
数
の
推
移
」
の
表
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
表
に
よ
れ
ば
昭
和
五
十
年
度
以

降
の
年
毎

の
卒
業
者
数

は

一
学
年
の
学
則
定
員
と
同
じ
六
十
名
前
後

の
数
値
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
者
が
柔
道
整
復
師

の
資
格
試
験
に
合
格
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
昭
和
五
十
年
度
よ
り
平
成
三
年
度
ま
で
の
卒
業
者
総
数

一
、
〇

一
六
名
中
九
六
四
名

の
者

が
こ
の
試
験
に
パ
ス

し
て
お
り
、
試
験
合
格
率
は
な
ん
と
九
五

パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

卒
業
後
の
就
職
先

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
最
も
多

い
の
は
接
骨
院
や
そ
の
他
の
医
療
関
係
機
関

に
で
あ
り
、
次

い
で
接
骨
院
の
開
業

が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
日
本
体
育
大
学
体
育
学
部
武
道
学
科
の
学
生
で
在
学
中
に
柔
道
整
復
師

の
資
格
を
取
り
、
中
学

・
高
校
の
教
師

に
着
任
す
る
者
も
少
な
く
な
い
。
逆
に
中
学

・
高
校

・
大
学
に
在
職
し
な
が
ら
、
整
復
術
修
得

の
必
要
性
を
感
じ
、
同
校

へ
入
学
し
て

く
る
ケ
ー

ス
も
み
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
平
成
三
年
度
ま
で
の
卒
業
者
総
数
は
千
名
を
超
え
て
お
り
、

こ
れ
ら
卒
業
生
は
全
国

の

当
該
機
関
で
日
体
柔
整
専
門
学
校
で
修
得
し
た
知
識

・
技
能
を
存
分
に
発
揮
し
つ

・
医
療

の

一
端
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
今
後

一
層
、
柔
道
整
復
師
の
医
療
技
術
分
野
で
の
果
た
す

べ
き
役
割
は
増
大
す
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
意
味
で
日
体
柔
整
専
門
学
校
に
寄
せ
ら
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卒業者数 ・資格試験合格者数の推移

卒業年月(卒業期) 男 子 女 子 計 累 計
資格試験

合 格 者

昭和50年3月(1) 48人 2人 50人 50人 50人

昭 和51年3月(2) 52 0 52 102 50

昭 和52年3月(3) 63 2 65 167 62

昭 和53年3月(4) 67 2 69 236 69

昭 和54年3月(5) 68 6 74 310 67

昭 和55年3月(6) 67 2 69 379 68

昭 和56年3月(7) 70 0 70 449 67

昭 和57年3月(8) 68 2 70 519 67

昭 和58年3月(9) 61 2 63 582 56

昭和59年3月 ⑩ 62 2 64 646 58

昭 和60年3月(ll) 66 2 68 714 67

昭和61年 ※ 一

昭和62年3月 ⑰ 60 2 62 776 58

昭 和63年3月(1の 57 2 59 835 54

平成元年3月(1の 61 2 63 898 57

平成2年3月 ㈲ 50 5 55 953 54

平成3年3月(1⑤ 60 3 63 1,016 60

合計 980 36 1,016 1,016 964

※ 昭和61年3月 は,3年 生移 行 に つ き卒 業 者 は いな い。
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れ

る

期

待

も

大

き

い
も

の

が

あ

る

と

い
え

よ
う

。
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